
瀬戸内の良港として知られ、風光明媚に恵まれ、日本の異国文化の窓口として発展してきた

「神戸」は、今H、稀に見る都市開発のモデルともなり、「観光都市、神戸」・「株式会社、神戸

市」との名称を項き、日本の「近代のモデル都市」となっていた。

大阪湾と瀬戸内に位置し、天然の良港、日本でも一番温暖な気候にも恵まれ、およそ災害と

は縁遠いと思われたこの都市が、一瞬のうちにまるでポンペイの様に瓦礫の山に埋もれてしま

ったのである。

五千五百余名の尊い人命が失われ、近年世界の地震災害でも、これ程の死者が発生したもの

は見当らない。

たしかに、ここ数百年、これらの地に大地震の発生した記録は見られていない。「地震の無

い街」との認識が定着していたのだろうか。

(1995年）平成7年1月17日（火）、午前5時46分、兵庫県南部を襲った激震は、未曾有の大被

害をもたらした。 淡路北部・神戸市・芦屋市・西宮市・宝塚市・大阪市西部と広範な範囲に壊滅

的被害が発生したのである。

気象庁は今回の大地裳を「平成七年兵庫県南部地震」と命名した。震源地は、淡路島北東沖約

三kmの明石海峡で、地震の規模は震度7. マグニチュード7.2であった。後に マスコミは、

より適切な名称として「関東大震災」にも匹敵する大災害を「阪神大震災」と表現を改め、報

道に使用した。

「地震国日本」でも、極めて稀な「大都市直下型地震」であった。

5-60km離れた大阪でも、震度5を記録し、わが大阪ターミナルビルもかなりの被害が発生し

た。しかし、幸運にも人身に被害はなく、全体としては軽微に済んだといえる。

今回の地震に際し、就任半年目の草木社長は、直ちに災害対策本部を設置し復18に着手、的
確な指揮統率により、その結果として大事に至らず、無事に営業を続行出来たのは不幸中の幸

いであった。

草木社長は、神戸を中心とした甚大な被害は、誠にお気の毒であり、真摯なるお見舞いと深

く哀悼の意を表され精力的に奔走されたが、それと同時に、今回の大震災をわがビルに当ては

め、「貰菫なビル災害のシュミレーション」として、詳細な記録として残す事を発案された。

まさしく「危機管理」としての発想である。担当部署毎に記録された資料は、様式をまとめて

行なわれた訳でもなく、ランダムな記録になっているが、全くの予想外の災害に、どの程度対

応しきれたかをうかがい知れるものでもある。

また、当ビルの被害・対策のみならず、今回の地震が如何に激しく、且つ甚大な被害を生ぜ

しめたかを捉え得る限りのジャンルで追ってみた。ために総花的になり、焦点ポケの部分もあ

ることご容赦いただきたい。

マスコミをはじめ、殆どの記録が時系列になっている物が多い。本誌は敢えて新聞記事を多

用し、災害記録写真集等も添付してあるので参照して項きたい。

編集委員 中川三興

小迫泰彦

，
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震災総合経過記録を作るにあたって、単なる経過記録に止めるのか、今後に備えた「危機管

理」の在り方まで考えるのか迷った。そして、どのようなカテゴリー (CATEGORY)からアプ

ローチするか。手掛かりの無いまま、次のように、大きく 4つのPLOT立てをしてみた。

1.震災の全容を知るための、地震の規模と被害状況
2.大阪ターミナルビルにおける被災状況と業務対応
3.関係箇所の被災状況や各種参考資料、今後の対応
4.マスメディアから震災の教訓として学ぶべき事柄

まず、当初は経過記録から始めたが、当ビルの被害は比較的軽微であったことから、これ等

の単独被害のみでは今後に備え得るべき教訓は少ないと考え、そのため、あえて甚大な展災の

全容を十分理解した上で、予測される手立てや、多くの被災者の犠牲を伴った貰重な体験から

の提言こそ、今後我々が学ぶべき、「危機管理」の糸口を見だせるのではないかと考えた。

そこで、新聞・雑誌等を情報源として、可能な限りの情報を収集することにした。

1. 阪神大震災（地震）の規模と概況

〈地震の震源・地震の強度・地震の範囲・余震関係〉

A.ハード・施設、建物、構造物等の物的被害・損害・余震の影響
B.情報・通信・交通・物流、パソコン通信の有効性、衛生通信の効用
C.ソフト・人的被害、その他、在留邦人、内外ボランティアの状況や活動

次に、記録としての大阪ターミナルビル（株）の被害を克明に記録し、防災に備える。

2. OTBにおける被災状況及び対応（各部、各課の時系列記録の集大成）
A.お客様の被災状況・社員の安否確認・連絡手段の確保・社員の出社状況
B. OTBの本ビル・西ビルの物的被害状況（物理的データーを含む）
C. 出社社員の復 1日活動•お客様に対する公報活動・テナントヘの慟き掛け、指導
D.他社へのお見舞い等（テナント・同業他社・業者）
E.震災前後の営業概況・推移などの比較

以下は広義の「危機管理」のための参考資料とする。

3.被害の状況
A.【ハード】旅設、ピル建物、構造物等の物的被害状況・損害・余震の影響
鉄道・高速道構造物損壊状況・鉄道車両、脱線、転覆、損壊

橋梁・港湾施設損壊 船舶、荷役港湾装證

ライフライン関係 電気・ガス・水道

一般家庭家屋・マンションなどの倒壊状況・崖くずれ、山崩れ

二次災害の「火災」発生、延焼・「消防活動」交通遮断、断水、救援の遅れ

B.【情報・通信】
電話回線の寸断、パソコン通偏の有効性、ラジオの効用、通信衛星

テレビー電気（送電の確保）・マスコミ対応と「放送メディアの功罪」

交通・物流、バスの活用、電車の効用、自家用車の弊害、二輪車の活用

トラックの功罪、機械重機の効用とその活用の立ち後れ

C.【ソフト】人的被害、その他、外国人医師・ポランティアの活動の受入と問題点
死傷者・人数・性別・年齢別・地区別•原因別
被災地避難者数、罹災家屋、負傷者・救護、自衛官の救援、避難所状況

給食・給水・ボランティア活動と被災民の連携、自治体活動

身体のケアー・心のケアー

4.復興へのプラン

5.復興の状況

6. JR西日本及び関連企業の状況

7.危機管理への提言

1本文中に資料として引用させて項いた文書＝＝

新聞（順不同）

：毎日新聞
：朝日新聞

：読売新聞
：産経新聞
：日本経済新聞

| ：交通新聞

報道写真集

：朝日新聞社
：毎日新聞社

1月17日～ 7月31日



●発生期日・時刻
平成7年1月17日（火） 午前5時46分52秒
1月14日（土）・158(8)成人の日・16日（月）祝日の代休

大半の人々にとっては、松の内が終わった新年の3連休明けの早朝になる。

●震源地
淡路沖（北緯34.6度、東経135度）

深さ約20km

●地震の規模
震度ー7（激震）マグニチュードー7.2
津波はなし

最大加速度神戸気象台818ガル 西宮市792ガル

三宮 833ガル 鷹取駅616ガル

●地震の範囲
・震度ー7 淡路島北部、神戸市、芦屋市、西宮市、宝塚市、

神戸市（須磨区・長田区・兵庫区・中央区・灘区・東灘区）

・震度ー6 淡路洲本

・震度ー5 大阪市、京都市、彦根市、豊岡

・震度ー4 姫路、岡山、福山、和歌山、奈良、四B市、津、福井、岐阜、敦賀、舞鶴、
鳥取、津山、高知

・震度ー3 名古屋、潮岬、米f、広島、松山、金沢、富山
・震度ー2 佐賀、熊本、宮崎、 F関、横浜、長野、松本
・震度ー1 鹿児島、福岡、平戸、前橋、東京、千葉、新潟

小
9

饂 g
 

◎西郷
新潟

¢
 

宮崎

震源
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●活断層
淡路島北部・野島断層・楠本断層・須磨断層・布引浙層・六甲断層・芦屋l析層・五助橋斬層・
諏訪山断層・甲陽断層

●余震
1月17日本地震M7.2

余震3回 M4.9小余震含め 61回

32日後余裳1回 M4.9

1月余震計149回 4月余霙計23回

2月余震計 39回 5月余震計20回

3月余震計 18回 6月余震計20回

有感余震無数

地震の大きさによる分類

マグニチュード

極微小地震 1未満

微小地簾 1以上3未満

小地愛 3以上5未満

中地震 5以上7未満

大地簾 7以上

■ガル(Gal)
測地学や地球物理学の分野で重力

加速度を表すのに用いられる特別な

単位であり、1ガルは0.01メートル毎秒

毎秒である。

■マグニチュード(M)earthquakemagnitude 
地震の大きさを表す数値。ある地点の地震動の強さを表す震度とは違う。

1935年にリヒターが南カルフォルニアの地霙に対し便宜的に使ったのが最初。
その後改良され、現在①ローカル・マグニチュード（リヒターの最初の定義によ

る）、②表面波マグニチュード（グーテンベルクの式）、③表面波マグニチュ

ード（ヴァネークらの式、②よりも平均約0.2大きい）、④実体波マグニチュード
（広帯域地震計を用いるもの）、⑤実体波マグニチュード（短周期地霙計を

用いるもの）、⑥モーメント・マグニチュード（地震モーメントから換算したもの）

などが使われている。気象庁が発表するマグニチュードは、浅い地震につ

いては②に相当する数値、深い地震については④に相当する数値。全世界

の地震資料の取りまとめを行っている国際地震センターや米国地質調査所

では③と⑤を併用している。①から⑤までには、大きな地震では、スケールが

飽和して地震の大きさを適切に表現できない欠点がある（特に①と⑤はM7

以上では使えない）。Rにはこの欠点がない。マグニチュードは原理的には

上限も下限もないが、②ではM8.6《りではM9.5を超える地震は知られてい

ない。
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耐輿レベルの倍以上

戦
後
最
大
の
災
害
と
な
っ
た
阪
神
大
誤
災
（
兵
回
県
南
部
地
震
で
の
、
阪
神
地
区
を
中
心

と
す
る
揺
れ
の
全
容
が
十
八
己
、
毎
日
新
聞
の
讀
鉦
で
分
か
っ
た
。
揺
れ
の
分
布
か
ら
、
建
辿

物
の
配
匹
設
計
で
考
慮
さ
れ
た
レ
ベ
ル
を
上
回
る
縦
揺
れ
と
横
揺
れ
が
、
広
い
範
囲
を
即
っ
た

様
子
が
浮
か
ぴ
上
が
っ
た
。
横
揺
れ
が
比
較
的
小
さ
い
の
に
J
R諒
の
高
架
が
崩
澱
す
る
な
ど
、

建
造
物
が
な
ぎ
艇
さ
れ
た
大
き
な
要
因
が
弾
い
縦
揺
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
デ
ー
タ
で
、

破
壊
の
眠
因
究
明
に
も
役
立
ち
そ
う
だ
。
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■二
つ
の
原
因
説

震
度
了
の
帯
状
地
域
は
、
六

甲
山
系
の
隆
起
に
伴
い
、
風
化

し
て
柔
ら
か
く
な
っ
た
花
巖

（
か
ご
う
）
岩
な
と
の
た
い
槙

層
に
あ
た
る
。
地
盤
が
軟
弱
な

こ
と
は
事
実
だ
が
、
学
者
の
間

で
は
、
帯
状
地
域
に
被
害
が
集

中
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
意
見

屏1紐9．ー 遺喝囀悶図"

■驚
き
の
連
続

神
戸
市
須
磨
区
か
ら
兵
庫
県
西
~

宮
市
ま
で
東
西
＿
一
十
ニ
キ
ロ
（
饂
一
[

キ
ロ
）
に
伸
ぴ
た
「
震
度
7
地
域
」
。
一
気
象
庁
の
現
馳
調
査
は
、
本

気
象
庁
が
発
表
し
た
阪
神
大
『
伽
ご
震
発
生
の
先
月
十
七
日
か
ら
今

の
「
激
震
地
図
」
が
波
紋
を
広
げ
ェ
月
六
日
ま
で
行
わ
れ
た
。
平
成

＂
二
年
か
ら
全
国
各
地
に
設
置
さ

~
れ
た
匹
度
計
は
、t足
度6

（
烈

て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
帯
状
の
即
域
~

＂
震
）
と
軍
度

7
（
激
震
）
を
区

が
簾
度
7
に
翡
わ
れ
た
の
か
。
活
”

如
怨
き
な
い
。
誤
度
7
の
禁
準

断
層
や
馳
盤
と
の
関
連
を
指
摘
す
~

こ
は
「
家
屋
の
倒
壊
が
―
―

-
0劣
以

る
学
者
も
い
る
が
、
帯
の
内
部
の
~

＂
上
に
お
よ
び
、
山
崩
れ
・
地
割

被
害
実
態
や
地
盤
構
造
に
は
ま
~

~
れ
・
断
層
な
ど
が
生
ず
る
」
。

だ
、
不
明
な
点
が
多
い
。
（
辻
岡
大
助
）

i

判
定
す
る
に
は
、
建
物
の
倒
埠

が
分
か
れ
て
い
る
。

束
大
地
雲
研
究
所
の
阿
部
勝

征
教
授
は
「
震
源
の
巨
大
な
力

が
軟
弱
な
地
盤
に
ま
で
通
じ
る

と
、
横
揺
れ
が
増
輻
さ
れ
、
特

定
の
周
期
の
地
霞
波
と
な
る
。

軟
弱
地

率
を
直
接
目
で
見
て
調
べ
る
必

要
が
あ
っ
た
た
め
だ
。

気
象
庁
は
大
阪
管
区
気
象
台

な
ど
の
職
負
も
含
め
一
班
三
人

の
最
大
十
班
体
制
で
、
の
ベ
ニ

百
人
を
動
旦
。
被
災
し
た
自
治

体
や
警
察
署
か
ら
の
家
屋
被
害

情
報
を
も
と
に
神
戸
市
内
の
九

区
、
兵
庫
県
内
五
市
、
大
阪
府

内―
1

市
、
淡
路
島
の
一
市
六
町

を
約
二
詑
間
隔
で
観
測
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
地
点
は
、

―
ー
百
認
四
方
を
目
安
に
区
切
ら

震
度
ア
走
っ
た

審

」

に

あ

る
れ
た
。
調
査
に
参
加
し
た
大
阪

管
区
気
象
台
調
査
課
の
久
保
雅

和
調
査
官
は
、
自
転
車
で
被
災

地
を
走
っ
た
。
先
月
二
十
四
日

に
は
、
阪
神
青
木
駅
付
近
と
、

約
六
百
料
に
わ
た
っ
て
橋
げ
た

が
倒
壊
し
た
阪
神
高
速
道
路
の

間
の
住
宅
地
を
調
べ
た
。

「
そ
こ
の
倒
壊
率
は
七
0
%

と
判
定
し
ま
し
た
。
ひ
っ
く
り

返
っ
た
四
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ

ソ
の
隣
に
、
真
っ
す
ぐ
に
建
つ

マ
ン
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
た
り
と
、

驚
き
の
連
続
で
し
た
」

調
査
で
は
「
ビ
ル
の
半
埠
は

家
屋
の
全
壊
に
あ
た
る
」
と
し

た
新
た
な
基
準
を
設
け
た
。
マ

ン
シ
ョ
ソ
が
多
い
神
戸
市
長
田

区
で
は
、
こ
の
基
準
を
使
う
場

面
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
調
査
の
結
果
、
霙

度
7
の
分
布
図
が
出
来
上
が
っ

た
。
気
象
庁
は
発
表
に
当
た
っ

て
、
「
今
後
の
調
査
研
究
に
提

供
で
き
る
デ
ー
タ
」
と
し
た
だ

け
で
、
地
盤
や
活
断
屈
と
の
関

連
に
は
明
言
を
避
け
た
。

こ
う
し
た
強
い
揺
れ
が
、
ビ
ル
も
何
ら
か
の
変
化
が
あ
る
は
ず
型
の
人
地
軍
の
被
害
は
、
断
層

の
中
屈
階
を
押
し
つ
ぶ
し
た
り
だ
が
、
現
時
点
で
は
認
め
ら
れ
の
す
ぐ
近
く
で
起
き
る
。
特
徴

し
た
の
だ
ろ
う
」
と
軟
弱
地
盤
て
い
な
い
」
と
話
す
。
的
な
帯
状
は
、
被
害
地
域
の
地

原
因
説
を
と
る
。
「
も
し
、
帯
こ
れ
に
対
し
て
、
活
断
層
原
下
に
活
断
層
の
連
動
を
う
か
が

状
の
被
害
郎
域
の
他
下
に
活
断
因
説
を
説
く
の
は
同
研
究
所
の
わ
せ
る
」
と
話
す
。

層
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
地
表
に
鴫
本
利
彦
教
授
。
「
都
市
直
下
現
地
で
二
度
の
調
査
を
行

揺
れ
増
幅
？
／
活
断
層

い
、
「
帯
が
途
中
で
大
き
く
ず

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
確
認
し
て

い
る
。
―
―
つ
以
上
の
活
断
層
の

連
動
の
影
響
と
み
ら
れ
る
」

と
、
未
確
認
の
活
断
暦
の
存
在

を
推
定
す
る
。

地
暦
の
ず
れ
で
あ
る
断
層
の

う
ち
、
約
一
一
百
万
年
前
以
降
に

活
動
し
た
形
跡
が
あ
る
も
の
が

山断層な

◄

東
西
2
2キ
ロ
幅1
討

鼠
繹
噌
｀
贔
5努

活
断
贋
。
未
確
認
の
も
の
も
多

く
、
国
内
に
千
五
百
以
上
あ
る

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

霰
度
7
の
帯
状
地
域
の
北
に

は
、
平
行
す
る
形
で
活
断
層
が

走
っ
て
お
り
、
帯
状
地
域
の
下

に
、
他
表
に
は
現
れ
て
い
な
い

活
断
層
が
あ
る
可
能
性
も
あ

る。

複
数
動
い
た
？

■新
た
な
課
題

通
産
省
丁
業
技
術
院
地
質

調
査
研
究
所
は
、
こ
う
し
た

仮
説
を
諏
視
し
、
人
工
的
な

地
震
洩
を
反
射
さ
せ
る
こ
と

で
地
盤
の
構
造
を
探
る
現
地

調
査
に
乗
り
出
し
た
。

「
気
象
庁
の
分
布
図
で

は
、
帯
状
の
分
布
と
言
っ
て

も
、
神
戸
市
兵
庫
区
と
中
央

区
の
間
が
途
切
れ
て
い
る
。

こ
の
他
区
の
建
物
被
害
と
地

質
の
調
査
か
ら
『
な
ぜ
途
切

れ
た
か
』
の
答
え
も
出
し
た

い
」
と
同
研
究
所
。

家
屋
の
倒
壊
に
つ
い
て

も
、
一
万
分
の
一
の
地
形
図

を
使
っ
て
地
域
r
J
と
の
き
め

細
か
な
デ
ー
タ
を
ま
と
め
る

方
針
だ
。

観
測
史
士
初
め
て
震
度
7

（
激
雲
）
が
適
用
さ
れ
た
阪

神
大
震
災
。
日
本
の
震
度
は

観
測
が
始
ま
っ
た
明
治
十
七

年
に
は
、
微
・
弱
・
強
・
烈

の
四
段
階
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
六
階
級
ま
で
改
定
さ
れ

た
が
、
昭
和
二
十
三
年
の
福

井
地
霙
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
.
1
)
で
、
家
屋
の
全
壊

率
が
一

0
0％
に
達
す
る
地

区
が
出
現
。
翌
年
、
震
度
7

が
設
け
ら
れ
た
。

四
十
六
年
た
っ
て
、
初
め

て
適
用
さ
れ
た
震
度
7
の
被

害
地
域
。
帯
の
内
部
の
詳
細

な
調
査
は
こ
れ
か
ら
だ
。
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活
断
層
が
発
す
る
ガ
ン
マ
線
な
ど
を
測
定
し
、
阪
神
大
冨
災

を
足
こ
し
た
活
断
層
の
正
確
な
位
置
を
調
べ
よ
う
と
、
民
間
調

査
機
関
「
窄
中
探
査
技
術
研
究
所
」
（
東
京
都
港
区
、
奥
野
孝

賭
長
）
が
六
日
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
っ
て
被
災
地
上
空
で

調
査
を
行
っ
た
。

七
日
ま
で
二
日
間
に
わ
た

雙
震
源
地
付
近
を
中
心
に
淡

路
島
北
部
か
ら
神
戸
市
に
か
け

て
約
一
百
平
方
キ
ロ
の
範
囲
を
飛

行
。
ヘ
リ
に
は
ガ
ン
マ
線
測
定

器
の
ほ
か
磁
力
計
も
搭
載
し
、

磁
場
の
強
さ
か
ら
も
地
質
構
造

を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ほ
ど

広
範
叩
で
綿
密
な
調
査
は
例
が

な
く
、
一
般
の
地
質
図
よ
り
も

粕
囮
に
活
断
胴
の
位
園
や
規
模

が
分
か
る
と
い
う
。

こ
の
日
の
調
査
で
は
、
寧
源

地
に
近
い
淡
路
島
・
北
淡
町
で

南
北
に
走
る
野
島
断
層
に
沿
っ

て
地
衷
に
一
直
線
に
地
割
れ
が

走
っ
て
い
る
個
所
が
あ
む
、
住

宅
も
真
っ
「
つ
に
切
断
さ
れ
た

淡路島で民間研究所

上
空
か
ら
ガ
ン
マ
線
を
測
定
す
る
調
査
ヘ
リ
⑮
。
道
路
を
真
っ
二
つ
に
切
断
し
た
よ
う

に
地
表
に
現
れ
た
活
断
層
〶
。
劃
れ
目
か
ら
発
す
る
ガ
ン
マ
線
で
断
層
の
位
置
、
規
模

が
分
か
る
ー
い
ず
れ
も
6
日
午
前
、
淡
路
島
・
北
淡
町

形
に
な
っ
て
い
る
の
を
確
認
。
ら
か
に
す
る
。
だ
け
で
被
害
の
度
合
い
が
ま
っ

こ
の
延
長
線
が
明
石
海
峡
を
越
今
回
は
淡
路
島
北
東
部
の
海
た
＜
違
っ
て
い
る
。
活
断
層
が

え
て
神
戸
市
に
遣
し
て
い
る
上
で
も
精
座
な
調
査
を
行
い
、
動
く
の
は
数
百
年
に
一
回
と
い

が
、
神
戸
市
内
で
は
道
路
が
舗
神
戸
・
＝
一
宮
付
近
に
大
き
な
被
わ
れ
、
一
概
に
危
験
と
は
言
い

装
さ
れ
て
い
た
り
ビ
ル
や
住
宅
害
を
も
た
ら
し
た
活
断
層
の
、
切
れ
な
い
が
、
よ
り
精
密
な
活

が
立
ち
並
ん
で
い
る
た
め
、
肉
淡
路
島
か
ら
神
戸
へ
の
流
れ
を
断
層
の
把
握
を
急
ぐ
必
要
が
あ

眼
で
は
断
層
の
位
置
は
分
か
り
調
べ
る
。
測
定
し
た
デ
ー
タ
は
る
」
と
話
し
た
。

に

く

い

。

広

島

大

学

の

研

究

グ

ル

ー

プ

と

同

研

究

所

は

自

治

体

の

依

頼

し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
共
同
で
分
析
、
ニ
カ
月
後
に
は
な
ど
に
よ
る
地
質
調
査
を
行
っ

は
、
ガ
ン
マ
線
な
ど
地
中
の
微
正
確
な
活
断
層
の
位
置
や
規
模
て
お
り
、
昨
年
十
月
に
は
地
潰

量
の
放
射
性
元
素
が
断
層
の
割
が
分
か
る
と
い
う
。
り
が
起
き
た
長
野
県
北
安
嚢
郡

れ
目
か
ら
放
出
さ
れ
る
点
に
着
同
研
究
所
の
安
藤
茂
研
究
員
の
清
水
山
地
域
で
空
中
か
ら
電

目
。
こ
れ
ら
ガ
ン
マ
線
を
測
定
は
「
淡
路
昆
北
東
部
の
場
合
、
磁
波
を
使
っ
た
調
査
を
し
て
い

し
て
活
断
層
の
位
謳
な
ど
を
明
活
断
層
か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
る
。

mmmn 11111111 
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